
  急時の連絡票の右下に貼付ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一人暮らし世帯、高齢者世帯が年々増加してきております。こうした中、急病やケガなどに備え、
救急隊員や近隣住民、民生委員などの情報源となる持病やかかりつけ医、緊急連絡先などを記入し
た所定のカードと併せ、入院時に最低限必要な洗面用具、下着類などを保管し、いざというときに
は迅速な対応ができるよう、社会福祉協議会では市の補助金等を活用し「緊急時の安心袋」を配布
しております。 
 配布対象は、65 歳以上の一人暮らし世帯、75 歳以上のみの高齢者世帯となっております。配布
された際は、所定のカード等に記入したり、入院用品（１日分程度）を袋に入れておくなど、有効
的に活用していただきますようお願いします。 

 緊急時に、誰で
も連絡先が分かる
よう、子ども、親
戚、近隣の連絡先
等を記入します。 
 記入後は、電話
の近くなど目のつ
きやすい場所に貼
っておきましょ
う。 

「緊急時の安心袋」が
設置されている世帯
であることをお知ら
せするステッカーで
す。救急搬送時消防署

員等が確認できるよう、玄関扉の裏側などに貼
付ておきましょう。 

 急病時など、救急
搬送される事態が
発生した場合に利
用されます。持病、
かかりつけ病院、服
用している薬など
を記入した後、同封
のクリアケースに
挟み、「緊急時の安

心袋」に保管しておきましょう。 

 緊急時、誰でも直ぐ持ち出せ
るよう、入院時に必要となる物
を入れておきます。（１日分程
度） 
例として、タオル、バスタオ
ル、タオルケット、下着類、 
洗面用具、はし、湯のみ茶碗、
ティッシュペーパー、上履き
（スリッパ）、健康保険証の写
しなどが考えられます。

問い合わせ 
 男鹿市社会福祉協議会 
      ℡ 23-2772 

「緊急時の安心袋」
の保管場所を知ら
せるステッカーで
す。寝室、仏間等保
管場所を記入し、緊


